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＜病棟連絡事項＞
・西病棟コロナ発生に伴い、通勤場所は体育館非常口、感染者の食事はディスポ、コロナ部屋隔絶対応中。
・体育館階段下に出すごみは早めに出すとカラスに荒らされる為、回収時間直前に出すように。コロナ発生中のゴミの分別について、お弁当の容器などの廃プラスチックは廃プラスチックのみをゴミ袋に入れて出すように。　また、缶や瓶も他のゴミと同様。
・本日の法人研修は西病棟のみ中止で、後日案内のメールが届く予定とのことでした。
・リーダーは勤務終わりに感染状況のメールを忘れずにお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～食事について相談あり。食事摂取量低下や拒食の回数も増えていることから今回は栄養課に相談し、豚肉禁対応していただく。
　　　　　　　　　食事摂取量や体重の変動の観察を引き続き行っていきましょう。

・村上　綾子様～倦怠感や咽頭痛訴えあり、コロナ抗原検査実施し陰性。
　　　　　　　　引き続き症状観察していきましょう。

・吉田　富秋様～ケアマネよりモニター面会の希望ありました。
　　　　　　　　9/11　16：00に予約済です。

・磯島　武弘様～計画相談フェイスフル　中里氏より連絡あり。

地域移行支援事業を利用し、自宅や障害福祉サービスの調整を行い　たいとの希望あり。9/16(火)午後で訪問可能との連絡があるも、院内でコロナが発生している事から、指定日での対応は難しいと思われることを伝えている。感染状況が落ち着いた際にご連絡する事としている。
・西舘　ミネ様～間食について次女より連絡がありました。
食事摂取量が低下している為、本人の好きなスナック菓子等を
差し入れして良いか？と確認あり。
糖尿病の既往ある為主治医と栄養課の相談することとしました。主治医より病棟内ルール内であれば間食可と指示あり。栄養課へも連絡し、100キロカロリー/日で様子見することとなりました。

　　　　　　　後日、家族様が菓子類持参予定です。決められたカロリー内の

間食を提供していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・吉田　富秋様～Aユニットに侵入したりと隔絶指示守れず。介入に対して「じゃあおまえもこっちに来るなよ」とスタッフに口調強く暴言吐く場面あり。
　　　　　　　　またスタッフの業務にも不満を訴え、「こうすべきだろ！」とやや口調強い場面見られている。

　　　　　　　　身体状態と精神状態の観察引き続き行っていく。
・佐々木　康子様～37℃台前半の微熱はあるが、他の症状訴えなく食事摂取も問題無し。
　　　　　　　　引き続き身体症状観察を継続していく。
・瀬川　高雄様～「施設に連絡して欲しい」とスタッフを変え何度か訴えあり。担当ナースにも確認が必要であることを都度説明を行っている。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・病棟にてコロナ発生あり隔絶中。それぞれ処方いただいてます。

・畑山　幸子様～夕食後薬のオランザピンが1.25mg→2.5mgへ増量となっています。

・川村　喜美代様～疼痛時のIFオーダーがロキソプロフェンNa60mg　1錠からカロナール200mg　6時間空けて1日3回まで服用可の指示に変更となっています。
スマホは通話のみで許可いただいています。

スマホについて通話のみ使用許可出たこと本人へお伝え。
「え？私借りに行ったことないですよ？」と別スタッフに話していたとのことで対応。
当スタッフが先日夜勤の時に借りようとしていたのは何だったのか確認。
「あれは、1円スマホがこういうのだよって他の患者さんに見せるのに借りようとしただけで。解約してるから電話も何もできませんよ。充電器もないし。」と穏やかに話される。
家族様の協力も得られず音信不通で、自宅には返却出来ない。
入院中は病棟にて保管する形となることお伝えし了承あり。
＜皮膚科診察情報＞

・病棟にてコロナ発生あり隔絶中。診察なし。

＜馬渡Dr.退院支援委員会＞
・川村　享様～シニアガーデン長苗代、類家ぞれぞれ空きが無い状況であり、家族様が
南山苑希望。8/12に姉様が申し込み行ったとのこと。
引き続き、進捗状況確認していく。

・瀬川　高雄様～あんしんハウスあさひに再入所予定。

　　　　　　　　9/8に外出訓練予定でしたが病棟にてコロナ発生となったため、日程調整していく。

・佐々木　康子様～施設入所の方向性。問題行動が多く施設選定が困難な状況。
・駒木　洋士様～現在介護度「要介護１」→7/28認定調査実施。今後介護度も上がる見込みである。家族としては施設入所を希望している。本人生活保護受給中、現在の介護度でも入れる施設を検討中。
・木口　柊太郎様～8月に青山荘体験利用しており、職員の評価としては特に問題無く指示を聞けていたとのこと。あと数回日中体験利用を行い、宿泊利用し利用の流れとなる。9月を次回予定としており、詳細決まり次第連絡いただくこととなっている。
＜村上Dr.退院支援委員会＞
・藤井　理代様～施設入所の方向ではあるが、本人の妄想強く計画相談の契約困難。
父様の理解力も徐々に低下している様子あり、役場へ共有し成年後見人の申し込みのサポートを依頼する

